≪参考様式≫
車両系建設機械始業前・月例点検表　　　　　　　　　
	
作業所名
	
	
	
	
	
	統責者
	元方
管理者
	担当者

	点検者名
	
	
	
	
	
	
	
	

	会 社 名
	
	
	
	
	
	
	
	




	機械名
	容量

	
	

	点　検　項　目
	主　　　眼　　　点
	点検日

	
	
	
	
	
	
	

	エンジン
	クランクケース
	油量はよいか。
	
	
	
	
	

	
	ラジエータ
	水は十分か。フィンの目詰まり、水漏れはないか。
	
	
	
	
	

	
	ファンベルト
	張りはよいか。損傷はないか。
	
	
	
	
	

	
	ゲージ
	作動はよいか。損傷はないか。
	
	
	
	
	

	
	燃料系統
	漏れはないか。
	
	
	
	
	

	
	潤滑油系統
	漏れはないか。
	
	
	
	
	

	作業装置
	主クラッチまたはトルクコンバータ
	作動はよいか。油量はよいか。
	
	
	
	
	

	
	トランスミッション
	作動はよいか。油量はよいか。
	
	
	
	
	

	
	ブーム起伏装置
	作動はよいか。
	
	
	
	
	

	
	旋回装置
	スムーズに動くか。
	
	
	
	
	

	
	油圧装置
	油漏れはないか。
	
	
	
	
	

	走行装置
	ブレーキ
	作動はよいか。
	
	
	
	
	

	
	足回り
	履帯の緩みは適当か。シューボルトの緩み、脱落はないか。
	
	
	
	
	

	
	シャーシ・フレーム
	給油脂はよいか。
	
	
	
	
	

	安全装置
	起伏制限装置または警報装置
	作動するか。
	
	
	
	
	

	
	ロック装置
	作動するか。
	
	
	
	
	

	
	警報器
	作動はよいか。
	
	
	
	
	

	その他
	バケット
	損傷はないか。
	
	
	
	
	

	設備
	運転者名札
	取りつけてあるか。
	
	
	
	
	

	環境
	作業場所の路盤
	足元の安定、歯止めはよいか。
	
	
	
	
	

	月例
	取扱責任者の表示がされているか。
	
	
	
	
	

	点検者(運転者)サイン
	
	
	
	
	

	元請確認サイン
	
	
	
	
	



記入要領　
1.点検者　　　原則として当該作業を行う者のうちから事業者が指名した者が点検する。
2.点検方法　　当該場所で点検表より点検する。
3.記入方法　　筆記用具は黒色のボールペンとする。記入は良好○、その場で是正したもの△、不良×と記入し、点検表の備考欄に改善事項など記入しておく。該当事項がない場合は／線を記入する。
4.点検結果　　即時是正できる事項は、是正を行った後作業を行い、すぐに是正できない事項については、作業を中止して、元請の係員に報告する。また、元請への提出は、その都度提出してサインを受ける。
5.点検時期　　その日の使用前（休憩後も含まれる）
6.月例点検は、全項目について行う。
注意事項
1.作業は作業計画通り行なう。
2.路肩、法肩での作業は、地盤の亀裂、崩壊が起きないか確認する。
3.作業中は機械の作業半径内に従業員を立ち入らせない。
[bookmark: _GoBack]4.合図は確認して、それに従う。
5.運転席を離れる時は、バケットを地面に降ろし、ブレーキをかけキーを抜く。
6.修理、アタッチメントの脱着作業は作業指揮者を定め、その者の指揮で行なう。
7.主たる用途以外の作業には機械を使用しない。
